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研究成果の概要： 

 マイクロRNA (miRNA) は小分子noncoding RNA  (ncRNA) であり、個々のmiRNAが数千のmRNA

の３’非翻訳領域を標的として、遺伝子の発現をネットワーク的に制御する。本研究では CCN

ファミリー遺伝子の代表的メンバーであり、間葉系組織の成長ならびに再生を指揮する CCN2

遺伝子が特定の miRNA の制御ネットワーク下にあることを実証した。さらに、この miRNA によ

る制御が、軟骨細胞の成熟形質の獲得・維持に重要であることも明らかとなった。また miRNA

の作用機構や軟骨細胞後期分化における役割を今後解明していく上で、有用な知見をも得るこ

とができた。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 2,000,000 600,000 2,600,000 

2008 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度  

年度  

年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：歯学・機能系基礎歯学 

キーワード：口腔生化学・ゲノム医化学・細胞医化学 

 

１． 研究開始当初の背景 

ゲノム全塩基配列の解読が進んできた当

初、全ゲノムの９８％を占める「タンパ

ク質をコードしない領域」が何のために

存在するのか？これが研究者の持つ最大

の疑問のひとつであった。ところがその

後の分子細胞生物学の進歩は著しく、一

見狭義の「遺伝情報」とは無関係なこれ

ら領域が、実はきわめて生物学的に重要

であることが知られるようになった。こ 

 

れらの中でもタンパク質ではなく、機能

を持った RNA 分子をつくり出すための「遺

伝子」がとりわけ最近の研究者たちの興

味を集めている。その代表が、特定の遺

伝子発現を制御する一群の「小さな」RNA

種であり、マイクロ RNA(miRNA)と総称さ

れている。この miRNA は僅か 21－22 塩基

と実に小さく、その標的は、さまざまな m 

RNA の３’－ 非翻訳領域 
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